
厚木市複合施設等整備基本計画（案） 概要版

ア 多くの人々が通勤や通学で訪れる本市の中心市街地の核となる区域
イ 様々な交通手段による容易なアクセスが可能な区域
ウ 市民生活を支える充実した公共・民間施設が集積する区域

(1) 中町第２－２地区（以下「２－２地区」といいます。）周辺の特徴

中央図書館 子ども科学館 市庁舎

(2) 現在の中央図書館、子ども科学館、市庁舎の課題

・施設の老朽化、狭あい化

・多様な利用者ニーズへの対応

・バリアフリーへの対応
など

・団体利用の受入れが困難

・施設の老朽化、狭あい化

・多様な利用者ニーズへの対応

・災害対応力の強化

・施設の老朽化、狭あい化

・庁舎の分散化

(3) 将来の社会環境の変化

ア 人口減少・超高齢社会の進展
イ 持続可能なにぎわいづくりの必要性
ウ コンパクト・プラス・ネットワーク の推進

(1) ２－２地区の特徴をいかし、
(2) 現在の施設が抱える課題を解決するとともに、
(3) 将来の社会環境の変化を見据えたまちづくりを進めるため、

など など

１ 基本計画の対象区域（p3-4）

２ 複合施設整備の背景（p5-12）

２－２地区に図書館機能、科学館機能、市庁舎機能を中心とする複合施設を整備します。

※行政や医療・福祉、商業等の都市機能を一定のエリアに集約化（コンパクト化）し、人口の集積を図るとともに、集約化に併せ
て地域公共交通のネットワークを再編し、都市機能と公共交通サービス双方の効率性・持続性を高める取組のこと。

※



— いきいきと生きる日々、すてきな時間を過ごすことができるサードプレイス を目指してー

「いい日々、いい時間。」

— いきいきと生きる日々、すてきな時間を過ごすことができるサードプレイス を目指してー

「いい日々、いい時間。」

平成30(2018)年9月
厚木市新庁舎整備基本構想

平成29(2017)年11月
（仮称）こども未来館基本構想

平成29(2017)年4月
厚木市図書館基本構想

平成24(2012)年8月 中心市街地の全体構想（約100ha）
まちづくりのテーマ ～歩いて楽しいまち～

平成26(2014)年12月 中町第２－２地区周辺整備方針（約4.5ha）
整備コンセプト ～第３の場所づくり サードプレイス ～

※

※

《基本理念》

(1) 誰もが訪れやすく、一人一人に合わせたサービスを提供する施設
(2) あらゆる世代の皆様にとっての居場所や気付きの場となる施設
(3) 複合化によるメリットをいかし、絶え間ない交流、活動が生まれる施設
(4) 将来変化に柔軟に対応し、長きにわたり利用することができる施設
(5) 中心市街地のシンボルとして誇りと愛着を感じることができる施設

機能 主な用途

連携
案内・相談（総合案内、相談対応ブースなど）
展示・交流（エントランスエリア、交流スペース、カフェなど）
その他（子育て家庭関連スペース、金融機関など） ほか

図書館
開架・閲覧エリア（大人向け）（一般書架、雑誌架、静かな部屋など）
開架・閲覧エリア（子ども・10代向け）（児童書架、様々な閲覧席など）
書庫エリア ほか

（仮称）未来館
屋上・屋外（天体観測ドームなど）
フィールドプレイコーナー（ワンダーアスレチック、プラネタリウムなど）
くらしエクスペリエンスコーナー（サイエンスショーコーナー、特別展示など） ほか

市庁舎 窓口機能、事務機能、議会機能、災害対応機能 ほか

消防本部

国県の行政機関等

複合施設の機能

各機能が互いに関係し合い、
相乗効果が生まれる場

《基本方針》

図書館機能

（仮称）未来館機能

市庁舎機能
消防本部機能
国県の行政機関等の機能

連携機能

３ 複合施設整備の考え方（p5-11,20-21）

４ 主要機能の考え方（p22-58）

※ サードプレイスとは、家「第１の場所」と職場・学校「第２の場所」との間にある「第３の場所」。
多くの市民の皆様が気軽に立ち寄り、充実した時間を過ごすことができる居場所を創出します。

※

※ 未来館は、これまで（仮称）こども未来館として検討してきましたが、対象者を子どもに限定することなく、幼児
から一般まで幅広い世代を対象とした施設とするため、基本計画以降は、名称を（仮称）未来館とします。



９ 周辺整備の考え方（p82-98）

令和元
(2019)年度

令和２
(2020)年度

令和３
(2021)年度

令和４
(2022)年度

令和５
(2023)年度

令和６
(2024)年度

令和７
(2025)年度

複
合
施
設

基本設計

実施設計

建設工事

管理運営業務の検討

移転作業

(1) 複合化により削減できる建築工事費の想定

(2) 複合化により削減できる維持管理費の想定 ⇒ 約6,200万円/年の削減

⇒ 約16億円の削減

機能 現状規模 計画規模
概算

建築工事費

連携 － 約2,800㎡ －

図書館 5,763㎡ 約6,700㎡ －

（仮称）未来館 2,077㎡ 約2,700㎡ －

市庁舎 20,838㎡ 約19,100㎡ －

消防本部 1,550㎡ 約1,700㎡ －

国県の行政機関等 － 約10,600㎡ －

地下駐車場 － 約5,100㎡ －

計 － 約48,700㎡
約224億円
国県を除く
約174億円

※ 本体建築工事費のみの金額であり、外構、特殊内装、什器等に係る費用は含んでいません。

民間活力を最大限生かすことができるとともに、様々な管理・運営主体を選択肢として残すことが

できるＤＢ＋Ｏ方式（設計、施工と維持管理・運営を別発注とする方式）とします。

※ 発注に係る準備期間を含みます。
※ 基本設計を実施設計と分離するか一括とするかは、民間事業者への調査の上、検討します。
※ 今後の検討状況によって、変更になる可能性があります。

５ 建築計画（p61,72）

６ 複合化の効果（p73-74）

７ 複合施設の整備手法（p75-78）

８ 複合施設の整備スケジュール（目標）（p79）

図書館、未来館、庁舎窓口

国の行政機関等
県の行政機関等
市議会
会議室
庁舎執務
消防本部
災害対策本部

駐車場

共用

共用

共用

1Ｆ

2Ｆ

3Ｆ

4Ｆ

低層部

中高層部

地下部

(1) 周辺道路の整備計画

第８次厚木市道路整備三箇年計画
（平成30(2018)年3月）

中町第２－２地区周辺交通
アクセス整備事業

※

複合施設建設予定地

新規道路



(2) 周辺整備のスケジュール

敷地面積：約8,600㎡
市街化区域
用途地域：商業地域

ア 中心市街地の回遊性向上
イ 中央公園地下駐車場の有効活用
ウ コンパクト・プラス・ネットワークの推進
エ 安心・安全の強化

(4) 現本庁舎敷地の活用

(3) 厚木バスセンター
ア 課題
(ｱ) ピーク時の乗り場の不足
(ｲ) 路線バス乗車待機列と歩行者等の錯そう
(ｳ) 厚木バスセンター出入口での歩行者等と路線バスの錯そう
(ｴ) 路線バスの待機スペースの不足
(ｵ) 人工地盤広場の老朽化及びニーズの変化
(ｶ) バリアフリーへの対応、ユニバーサルデザインの導入

イ 再整備の考え方
(ｱ) 路線バス乗り場の統一
(ｲ) 歩行者等の安全確保
(ｳ) 快適な路線バス待ち空間の創出
(ｴ) 調和のある空間整備

を図るため、

の移転先としての活用を検討します。

市庁舎移転後の現本庁舎敷地は、

公共施設（消防施設、文化施設など）

現本庁舎敷地

③商業ゾーン

②交通結節ゾーン

④サポートゾーン

④サポートゾーン③商業ゾーン①複合施設・駐車場ゾーン ②交通結節ゾーン

バスセンターの再整備
地下道の再整備

商業ゾーンの再整備

2019～2025年度頃 2025年度頃～

保健福祉センターの再整備

①複合施設・
駐車場ゾーン

複合施設の整備
中町立体駐車場の再整備
大型バス発着場の再整備

基本計画対象区域（約4ha）


